
 1 

   
 

“TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 
Chartered : 10 May, 1961 

 
Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 
 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 
東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

今 月 の 聖 句 
 
憐れみ深い人々は、幸いである、 
その人たちは憐れみを受ける。 （マタイ 5-7） 

Blessed are the merciful,  
for they shall obtain mercy.  (MATTHEW 5-7) 

２０１８年７月 ～ ２０１９年６月 

国際会長主題 「私たちは変えられる」 

アジア会長主題 「アクション」 

東日本区理事主題 「為せば、成る」 

東新部部長主題 「ワイズの楽しみは、今、そしてこれから」 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

━━━━━━━━━━━ 
 会    長  城井 廣邦 
 副 会 長  櫻井 浩行 
 直前会長 森本 晴生 
━━━━━━━━━━━ 

━━━━━━━━━━━ 
書    記 鈴木 健彦 
会    計  今井 武彦 
担当主事  星野  太郎 

━━━━━━━━━━━ 

11月 本例会 

日  時 2018年11月20日 (火)  18：30～20：30 
場  所 東京YMCA東陽町センター１階TYISカフェ 
参加費 1.500円（食事代含む） 
出欠は11月16日（金）までに今井会計までお知らせください 

むかでオークション開催！ 

11月本例会でむかで名物のオークション開催 

各自１品以上の献品をお願いいたします。 

11月 ワイズ理解／ファミリーファストについて 
・ワイズ理解：ワイズメンがワイズを理解することはもちろ

ん、ワイズ以外の人にワイズのことを広めましょう。 
・ファミリーファスト：TOF（断食の時）の家庭版。家族・

知人・友人に呼び掛けて食事を一食抜いて、そのお

金を献金し、今、苦難の中にある方々の支援資金とし

て活用してもらう。                （今井 記） 

HAPPY  BIRTHDAY 
2日  神保  久子 

結婚記念日おめでとう 

3日 星野  太郎・里奈 

15日 森本  晴生・路子 

２０１８年 １０月 の 記 録（＊累計は期初からの24累計）

会  員  出  席  状  況 メーキャップ記録 スマイル  10,500 円 

正 会 員 12 名 出席(メネット) 0 名   ＢＦポイント  現金累計 0 円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名                切手累計          0   

在籍者数 13 名  出席(ゲスト) 2 名       

出席（正会員） 11 名 出席(ビジター) 0 名   リングプル  累 計 503.06 Kg 

出席(功労会員) 0 
－ 

名 例会出席総数 13 名 10月出席率   92％ むかで基金   今月分  10,500 円 

  会費振込先 

 

みずほ銀行 津田沼支店  普通預金 ２４０６４９０ 東京むかでワイズメンズクラブ 

 

２０１８年 １１月本例会（６８１回） 

(強調月間：ワイズ理解／ファミリーファスト ） 

11月本例会 プログラム 

準 備 櫻井浩行・吉田  司 

受  付  櫻井  浩行 

                            司  会  森本 晴生 

開会点鐘                 会  長  城井 廣邦 

ワイズソング                一 同 

ゲスト・ビジター紹介               司  会 

今月の聖句・感謝             神保伊和雄 

 楽しい食事 

卓話：「エチオピア 3千年の歴史を持つ 

アフリカ唯一の独立国」  酒井  幸三 

オークション                     吉田    司 

強調月間アピール          今井  武彦 

ハッピーバースデー・結婚記念       司  会 

スマイル                 吉田   司 

諸報告               各 担 当 者 

閉会挨拶         副会長  櫻井 浩行 

閉会点鐘            会  長  城井 廣邦 
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      １０ 月 本 例 会 報 告           

東京むかでワイズメンズクラブ10月本例会は、10月16

日（火）18：30～20：30、東京YMCA東陽町センター１階

TYISカフェテリアで行われました。 

司会は髙津達夫君が担当、城井廣邦会長の点鐘でスタ

ート、一同でワイズソングを歌いました。本日のゲストは、ス

ピーカーの稲本正氏と、9月に引き続き2回目ゲスト出席

の野澤寛枝さん。聖句と感謝を神保伊和雄君が行い、食

事のひと時となりました。 

食後は、オークヴィレッジ株式会社会長の稲本氏から、

「森の再生計画の意義」とのタイトルで、卓話をいただきま

した。     

「森には役目があり、若い森から中年の森、老年の森が

ある。上高地の大正池付近は若い森で、奥の明神池付近

は老いた森になっている。 

世界で森林率が高い国は、第1位がフィンランドで75％、

日本は3位で67％もの森林がある。  

 
【写真＝森についてスピーチをする稲本正氏】 

野尻湖は日本の真ん中にあり、南方の木と北方の木が

ある。また、野尻のキャンプ場は水辺にあり、他にはない

良さがあるが、木が大きくなりすぎて暗くなり、湿気が多く

なった。水辺のキャンプ場は、スカスカが良い。今後は、

生態系をよく見て、杉を切って、リーダーたちとログハウス

を作って使うと愛着がわくと思う。」と締めくくられました。 

その後は、神保君によるEMC-EとYESの強調月間アピ

ール、結婚記念日おめでとうは長谷川正雄君（来年50年）

と髙津達夫君（45年）にプレゼントが贈られ、スマイル、諸

報告と続き、櫻井浩行君の閉会あいさつ、城井会長による

閉会点鐘をもって、10月本例会を終えました。 

           （伊丹 記） 

出席者：城井、伊丹、今井、櫻井、新藤、神保、鈴木、 

髙津、長谷川、星野、吉田 

ゲスト： 稲本正、野澤寛枝  （敬称略）    

 

        第22回 東新部 部大会に参加して         

「ワイズの楽しみは、今、そしてこれから］ 

―JOIN US！― 

2018年10月13日（土）13：30～18：00、東京YMCA社

会体育・保育専門学校2階と東陽町センターTYISカフェ

テリアを使い、神保伊和雄部長の下、東新部傘下の各ク

ラブとゲスト66名が集まって、立派に部大会を終えること

が出来ました。   【写真＝神保部長の挨拶と報告】 

 
全体プログラム構成の第1部は部大会、第2部は各クラ

ブアピール、第3部は懇親会。 

今回の部大会は神保部長のスローガンのコンセプトに

従って、各クラブの地域奉仕活動をアピールする時間を

各クラブ10分で持ちました。 【写真＝むかでのプレゼン】 

 

第3部の懇親会では、司会を星野太郎副総主事が担

当、料理は東京クラブの長澤山泰ワイズが用意して下さ

いました。食後にシニアY･Y･Yキャンプの音楽担当・星

野主事、田下昌人さんによるキャンプソングで盛り上げま

した。 

その後、メインプログラム「ワイズ寄席」を開催。柳屋喬

の字の落語。50分間の笑いと伝統芸能を楽しむことが出

来ました。 

引き続いて、来年の東日本区大会、アジア太平洋地域

大会、第23回東新部部大会のアピールが行われました。

閉会の挨拶は小川圭一次期部長。 

来年の各クラブの活動のアピールを通して活動を知り、

理解することが出来、とても有意義でした。関心を高め、
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クラブを越えて協力する関係になれたらと思いました。今

後、各クラブの活動アピールは常に必要なのではと思い

ました。 

最後に松香光夫実行委員長より挨拶、第22回東新部部

大会を終えることが出来ました。            （城井 記） 

出席者：城井、伊丹、今井、櫻井、新藤、神保、鈴木、 

髙津、長谷川、星野、城井メネット、髙津メネット、 

ゲスト：茨城葰、田下昌人、野澤寛枝、福浦裕一（敬称略） 

    石巻荻浜 津波の教え石の脇に桜を植樹      

美しい海を見渡せる小高い丘の中腹に、新築された石

巻市荻浜支所・荻浜公民館の複合施設がある。その津波

の教え石の脇で、10月15日（月）桜の苗木を植える植樹

祭が行なわれた。主催したのは公益財団法人仙台

YMCAで、石巻広域・長野・東京むかでクラブが共催、地

元行政委員会連合会、仙台3クラブと北東部が協力した。 

この計画は1枚のイラストから始まった。東京むかでクラ

ブの城井廣邦君の描いた津波の教え石の完成を示すイラ

ストには、津波石の脇に2本の桜の木が描かれていたから

である。この絵を見た多くの人が賛同し、是非桜の木を植

えたいという思いが強くなった。これに桜の苗木を育てて

いる長野クラブの方々が協力して下さることとなり、今回の

植樹祭となった。 

提供された苗木はマツシロベニエドヒガンザクラという品

種で、染井吉野よりは赤味が強く、より丈夫な種類とのこと

であった。 

 

式典は関係者約50名が参加し、名代表の挨拶、続いて

津波の教え石製作にも関わった荻浜中学生全員による伝

統芸能「獅子風流（ししふり）」が披露されました。そして、

各代表者による植樹が終わり、参加者全員が記念植樹に

参加、出席者代表のメッセージや歌が披露され、終わりに

感謝のことばを石巻広域クラブの日野峻直前会長が述べ

ました。最後は全員で記念撮影をしました。   （鈴木 記） 

出席者：櫻井、城井、鈴木 

       10 月 第 二 例 会 報 告         

10月23日（火）18：30～19：30、東陽町センターTYIS

カフェテリアで第二例会開催。以下検討・協議事項。 

1． 11月号ブリテンの記事と執筆者の確認 

2． 1月例会を東京クラブとの合同例会とし、2018年1

月8日に開催する。 

3． 東陽町オープンハウス（2018/12/23）カレーの件 

4． 12月第二例会の日程（12/25 TYISカフェテリア） 

5． 1月のブリテン印刷会は、1月8日17：00より行う。 

6． 部大会の余剰金の取り扱いについては、第2回部

役員会にて決定することにする。 

7． 12月クリスマス例会のアトラクションの検討  

 （伊丹 記） 

出席者：伊丹、今井、鈴木、髙津、星野 

             会  長  通  信                

世の中はようやく景気回復を消費者が感じるようになっ

てきたのに、トランプの関税問題で世界の経済のダメージ

を心配する声が出てきました。経済全体は好調に推移し

ていますが、この先の流れによっては不安です。 

ワイズにとって今後どのような役割と責任を背負って行

くのか、本気で考える時が来ているように思います。人生

100歳時代、75歳まで就労化など、私たちは変わらなけ

ればならない状況にいます。ワイズの高齢化は活動の停

滞に繋がります。ワイズが変わるために、ユースリーダー

からのワイズ入会への流れづくりは大切なテーマであると

思います。また、ワイズ以外の一般の方々のプログラム参

加を増やし、ワイズの考え方をアピールし、共感していた

だき、楽しい活動のアピールを考える必要があります。 

（城井 記） 

＜11月の予定＞ 

 6日(火) 東京むかで・11月ブリテン印刷会 

6日(火) 東京多摩みなみ・11月本例会 

7日(水) 第2回 東新部役員会（東陽町センター） 

8日(木) 東京センテニアル・11月本例会 

12日(月) 東京町田コスモス・11月本例会 

13日(火) 東京・11月本例会 

17日(土）第2回 東新部評議会（本部事務局） 

18日(日)（仮）東京町田スマイリングクラブ設立総会 

20日(火) 東京むかで・11月本例会 

16日(金) 東京世田谷・11月本例会 

27日(火) 東京むかで・第二例会 

29日(木) 第2回 四ツ谷駅前寄席 

＜12月以降の予定＞ 

4日(火) 東京むかで・12月ブリテン印刷会 

14日(金) 第3回 四ツ谷駅前寄席 

18日(火) 東京むかで・12月クリスマス本例会 

23日(日・祝) 東陽町クリスマス・オープンハウス 
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25日(火) 東京むかで・第二例会（TYISカフェテリア） 

2019年1月 

5日(土) 在京ワイズ新年会（八王子・京王プラザ） 

8日(火）東京むかで・1月ブリテン印刷会（17：00） 

8日(火）東京／東京むかで・1月合同例会（18：30） 

           東京ＹＭＣＡニュース             

◆西日本豪雨災害支援、東京Ｙから１３名派遣！ 

 
西日本豪雨による被災者支援を全国 YMCA で展開し

ています。東京 YMCA からは被災地の泥かきワークにス

タッフ 4 名、ユースボランティア 2 名を派遣。また被災児童

のためのリフレッシュキャンプにスタッフ1名、ユースボラン

ティアを 6 名派遣しました。まだ復興には程遠い被災地の

現状に言葉を失うユースもいましたが、被災地の皆さんか

ら大きな感謝をいただいたことに支援活動の意義を見出

したようです。同時に東京 YMCA からも継続的な支援が

必要であるとの認識を新たにさせられました。皆さんから

寄せられた募金は、現地の復興支援のため、そしてこれら

のユース派遣費用として用いられています。改めて感謝

いたします！ 

◆東京ＹＭＣＡ早天祈祷会 

【と き】2018年12月1日（土）7：00 

【ところ】東京富士大学7号館（高田馬場駅 5分） 

【奨励者】福山裕紀子牧師 

（日本基督教団早稲田教会副牧師） 

◆東京ＹＭＣＡ午餐会 

間もなく刊行の『輝く明けの明星 待降と降誕の説教』

（日本キリスト教団出版局）に関わる卓話者。植村正久、内

村鑑三、賀川豊彦、羽仁もと子など、17人の説教を集めた

「オムニバスアルバム」のような書物。かれらはどのような

説教をしたのでしょう。そこに私たちが忘れてしまっている、

クリスマスの驚きを見出すでしょう。 

【テーマ】「＜たたかい＞としてのクリスマス」 

【卓話者】平野克己氏（日本基督教団代田教会牧師） 

【と き】2018年12月11日（火）12：00～13：30 

【ところ】東京大学YMCA（南北線 東大前駅0分） 

【参加費】3,000円（昼食つき） 

【申込み】賛助会事務局  sanjo@tokyoymca.org  

TEL：03-6302-1960 

（星野 記） 

       卓話者 酒井幸三氏プロフィール             

1948年 兵庫県生 

1972年 東大機械工学科卒・石川島播磨重工業（現

IHI）入社 

ブラジル・東南アジア各国駐在し、クレーンの設

計・現地生産を指導 

本社勤務ではクレーンの海外生産、事業企画

等を担当 

2010年 日本クレーン協会技術普及部長就任 

2014年 酒井技術士・診断士事務所設立  

現在、国際協力機構（JICA）からの委託で、エチオピ

ア国の品質・生産性向上プロジェクトに専門家として参加

中。 

東京都中小企業診断士協会認定工場診断研究会代

表。 

技術士（機械部門）、中小企業診断士、千葉県佐倉市

在住。 

      １０ 月 会 計 報 告 他        

１． 月間収入・支出合計   期間10/1‐10/30 

口座名 月間収入額 月間支出額 
一般口 1.500円 31.754円 

ファンド口 10.500円  6.000円 

一般口主要支出 例会費 24千円, 区ﾒﾈｯﾄ会 5千円 

ﾌｧﾝﾄﾞ口主要収入 例会スマイル 10千円、 

ﾌｧﾝﾄﾞ口主要支出 部大会応援参加者会費 6千円 

＊ﾌﾞﾘﾃﾝ発送用切手寄付 吉田君 2千円 

                        （今井 記） 

２．リングプル 10 月預かり （今月は実績なし）  

協力者名 重量 協力者名 重量 

       氏 0㎏ 今月合計  0 kg 

（神保 記） 

             編  集  後  記                 

パソコンの置いてある仕事場の北側の窓からは、小学

校のプールの向うに大きなイチョウの木が見えますが、9

月に日本を縦断した台風の影響で、紅葉になる前に枯葉

になってしまっています。今年の紅葉は期待薄なのでしょ

うか。                             （伊丹 記） 

 


